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施
設
概
要
と
整
備
効
果

• 降雨初期の特に汚れた下水を貯留する施設
として、目黒川の上流域において平成22年度
整備完了

• 流域面積173ha、延長750m、内径4m、
貯留量9,400m3

• （整備効果）
上目黒幹線の流域における雨水吐口の放
流回数が約7割減
整備前：年56回 整備後：年14回
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の
維
持
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理

• 合流改善貯留施設は、清掃や電気代、点検
等の維持管理費用を要する施設である

• 上目黒幹線においては、令和3年度に約287ｔ
の土砂が堆積し、清掃費用として約3,400万
円要している（毎年清掃を実施）
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【参考】合流改善施設の整備効果と維持管理（上目黒幹線の事例）

項目（年間） R3年度実績

取水量 約168,000m3

土砂処分量 約287t

清掃費用 約3,400万円

電気代 約90万円

点検費用(排水ポンプ) 約40万円

渋谷駅

東 京 都 下 水 道 局
令 和 5 年 3 月 1 0 日



【参考】東横堀川・道頓堀川の水質改善（大阪市）

東
横
堀
川
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堀
川
の
特
徴

• 東横堀川・道頓堀川は大阪市内の繁華街「ミナミ」の中
心部を流れる河川である。

• 道頓堀川にはとんぼりリバーウォークと呼ばれる遊歩道
が整備されており、近年ではオープンカフェの設置やイ
ベントの開催等がされており、国内の利用者だけでなく
海外からの観光客にも親しまれている。

• 一方で、合流式下水道の雨水吐き口が28か所存在してお
り、降雨時には未処理下水の放流が頻繁に発生し、水質
汚濁の原因となっていたことより、水質改善が求められ
てきた。
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 北浜逢坂貯留管の整備

• "雨水吐き口から未処理下
水を放流させないこと"を
目標に、大規模貯留管（14
万m3）を建設し、平成26年
度より供用を開始した。

東横堀川・道頓堀川の水質改善のため、下水道事業として
次の取組を行っている。

参考：高度処理水導水の実施

・降雨時の状況

膜処理水整備前 整備後

中浜下水処理場の改
築更新に合わせて導入
した膜分離活性汚泥法
（MBR）による高度処
理水を東横堀川へ導水。
令和3年8月より送水

開始。

○整備効果

• 貯留管供用前は、降雨
後1～2日間の糞便性大
腸菌群数が高かったが、
供用後は降雨後の増加
を抑制できている。

大 阪 市 建 設 局
令 和 5 年 3 月 1 0 日


